
『外国人とともに住む多文化共生のまちづくり 』

～外国人の住みやすい地域はすべての人にも住みやすいまち、
ダイバーシティを目指して～

平成29年度地域国際化ステップアップセミナー（多文化共生） in 佐賀

SDGs目標10：人や国の不平等をなくす 目標11：住み続けられるまちづくり

■ 日 時：平成29年11月22日（水） 13：00～17：20
■ 会 場：佐賀商工ビル 7階 会議室Ａ

〒840-0826 佐賀県佐賀市白山2丁目1−12
アクセス：http://www.tsunasaga.jp/plaza/access.html

開会 13:00-13:10 （一財）自治体国際化協会

話題提供 13:10-13:50 （40分）

質疑応答・休憩 13：50-14：00 （10分）

事例発表
14：00-14：50
（各25分）

質疑応答・休憩 14：50-15：00 （10分）

事例発表
15：00-15：50
（各25分）

質疑応答・休憩 15：50～16：05 （15分）

16：05～17：10
（65分）

開会 17：20 ※セミナー終了後に別会場にて懇親会を予定しています（実費）

■ プログラム



■ 主 催： (一財)自治体国際化協会 市民国際プラザ
■ 後 援：佐賀県、佐賀市、（公財）佐賀県国際交流協会、（特活）国際協力ＮＧＯセンター（JANIC） 【申請中】

■ 企画・運営協力：認定ＮＰＯ法人地球市民の会、佐賀ＮＧＯネットワーク（SaNN）、（公財）佐賀県国際交流協会

■会 場：佐賀商工ビル 7階 会議室Ａ
〒840-0826 佐賀県佐賀市白山2丁目1−12
最寄駅：J R佐賀駅から徒歩で約15分、またはタクシー約5分、

バスセンターからバス約5分、『白山』バス停で下車後、徒歩1分

アクセス：http://www.tsunasaga.jp/plaza/access.html

■ 対 象：50名 （先着順。定員になり次第終了）
自治体職員・地域国際化協会職員、NPO/NGO関係者、
その他関心のある方(企業、学生、および一般市民）

■ 参加費：無料

■ 申込方法：下記URLより申込フォームへご入力ください

URL：https://goo.gl/forms/i64BV9CbZBnAiXgD3

■ お問い合わせ：市民国際プラザ 担当：渡邉
Email： international_cooperation@plaza-clair.jp  Tel：03-5213-1734

1973年一橋大学社会学部卒業。東京大学大学院社会学研究科博士課程満期退学。東京都立労働研究所研究員、江戸川大
学社会学部を経て現職。専攻：産業社会学
【主な著書・論文】•『外国人労働者受け入れと日本社会: 技能実習制度の展開とジレンマ』（2015年）東京大学出版会
•「介護人材の不足と外国人労働者受け入れ」（2015年）『日本労働研究雑誌』No.662, •「日本Ⅰ：高度外国人材受入
政策の限界と可能性」（2017年）小井土彰宏編『移民受入の国際社会学選別 メカニズムの比較分析』名古屋大学出版会

1999年KIFA交流事業部会長就任、2001年KIFA副会長就任。地域を取りまく情勢の変化に気づき国際交流から多文化
共生へと活動をシフトし、2010年KIFA日本語教室（日本語ひろば）の開設に関わる。
2015年日本初の外国人機能別消防団員誕生に関わるメンバー選定に関わる。現在は県立高校の非常勤講師のかたわら、
多文化共生マネージャー、文化庁日本語教育コーディネーターとして活躍し、草津市の多文化共生推進に取り組んでいる。

法政大学社会学部 社会政策科学科 教授/移民政策学会 常任理事 上林千恵子 氏

滋賀県 草津市国際交流協会（KIFA） 副会長 中西まり子 氏

特定非営利活動法人大学コンソーシアムおおいた 事務局長代理 太神（おおが） みどり 氏

「都市銀行勤務やJETRO勤務を経て、2004年10月の特定非営利法人大学コンソーシアムおおいた設立時から事務局入
り。大分県の留学生に対する生活支援・地域交流支援・就職支援等々、事務局として各種事業現場での運営・管理に従事。
2009年1月から事務局長代理。2016年10月から大分県が開設した「おおいた留学生ビジネスセンター」事業を受託し、
留学生の就職と起業にも重点を置きつつある。

一般社団法人佐賀県介護老人保健施設協会 事務局長 傍示康久 氏

愛知県豊橋市 市民協創部 多文化共生・国際課 三輪田貴 氏

外国人労働者が増えています。外国人留学生も増えています。日常の生活に困っている外国人もいます。
日常の生活に困っている外国人にどうやってつながればいいか困っている日本人もいます。

困っている外国人と
困っている日本人

その「困った」を共に解決するのが「多文化共生」（ダイバーシティ）

多文化共生の考え方は、「外国人」を高齢者、障がい者、子ども、ひとり親家庭、貧困家庭、などの言葉に置き換えると、日常の
生活をする私たちにも関係することになります。
それはつまり、多くの方々の支援がなければ、生活するのが困難な人々を地域のメンバーとして受け入れるための考え方でもあり、
国連が掲げる「持続可能な開発目標SDGs」の基盤である「誰も取り残さない（Leave No One Behind）」という考えにも通じます。

今回のセミナーは、外国人技能研修生や外国人留学生、外国人旅行者と、うまく付き合い、うまく生活を共有する方法を考えて
いきます。
そして、「誰もが住みやすい地域」を目指し、自治体・地域国際化協会・NGO／NPOなどが情報等を共有し、連携し、そうした関係者
の“出会いの場”を提供します。

■ 開催趣旨

■ プロフィール

★情報セキュリティ上、申込フォームをご利用頂けない方へ

①～⑤を記載の上、 international_cooperation@plaza-clair.jp
宛にお申し込みください。
①件名【11/22佐賀セミナー参加申込】
②お名前(ふりがな) ③ご所属 ④ご連絡先(TEL,E-mail)
⑤懇親会参加の有無

民間企業の営業職を経験後、2007年（平成19年）から2年間、青年海外協力隊としてウガンダ共和国でHIV/AIDS感染
者・患者等を支援する団体で活動。帰国後、独立行政法人国際協力機構（JICA）中部国際センターなどを経て、2016年
（平成28年）豊橋市役所入庁。多文化共生・国際課で多文化共生に関する事業を担当する。

約1年半前に前職（公務員）を辞め、介護の世界に入りました。理論の世界で知っていた介護と現場は大きな隔たりがあ
りました。今後の超高齢社会を考えたときに就労環境の改善と人材の問題を解決しなければ、日本自体が大変な状態とな
ります。今回、留学と就労「介護」を組み合わせた制度を思いつき、皆さんの協力を受け、現在、実現に向けて日々奮闘
をしています。

http://www.tsunasaga.jp/plaza/access.html
https://goo.gl/forms/i64BV9CbZBnAiXgD3

